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308 スポーツ活動推進費（スポーツ普及推進及び育成事業）

■ 市 ・ □ 国 ・ □ 県 ・ □

■ ■ □ □

■ □ □ □

２．コスト （単位：千円）

予算

決算

人職員人件費 4,403 3,978 4,178 　人工 0.6

一般財源

その他

3,131

県支出金 5,573財
源
内
訳

国庫支出金 物件費（需用費、役務費、委託料）

地方債

6,116 5,573 補助費等（報償費、交付金） 2,442

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成２３年度事業費

事業費
6,127 6,168 5,481 （内訳）

事業の目的
（何のため）

スポーツに親しみを持ち、生涯スポーツの確立のため、参加者数を増やす。

内容（概要）
　スポーツ教室を開催し、スポーツの楽しさを知ってもらうと同時に、心身ともに健やかな市民を育成し、「生涯スポー
ツ」の振興を図る。
　また、市民誰でも参加できる市民大会を湖西市体育協会に運営委託する。

これまでの改善・
見直しの状況

　これまで実施していた子ども水泳教室、アクアビクス教室、水中ウォーキング教室は、指定管理者である
株式会社コナミスポーツ＆ライフに委譲した。
　また、卓球教室は、湖西卓球協会に委託し、人気が高かったヨーガ教室は、西部公民館へ移管した。

対象（誰のため） 全市民 特定の市民 特定の団体 その他

実施方法 市が直接実施・運営 一部又は全部委託 指定管理 その他（

位置づけ
関連計画

根拠法令

実施主体 その他

予算区分
一般会計 教育費 保健体育費 スポーツ振興費

細事業

中間目標
 （H27)

52%
最終目標

（H32)

57%

スポーツ振興係

総合計画

めざすまちの姿 人が育つまち

目標 学習・スポーツ活動の環境を充実する（生涯学習・スポーツ振興）

成果指標

市民のスポーツ実施率

事業期間 開始年度 終了予定年度 担当係

事業番号 31 平成２４年度事業評価シート　（平成23年度事業の評価）

事業名 スポーツ普及推進及び育成事業 担当課 スポーツ振興課



３．事業の評価

事業の実施状況

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

今後の方向性
  誰でも、いつでも、どこでも、いつまでも親しみ、楽しむことが出来る生涯スポーツ文化の創造をめざ
す。
  参加者のアンケート・他市等を参考に市民ニーズに合った種目を選び教室を開催していく。

Ａ 　継続 現行の内容で実施 事業主体 市

判定理由
  市民がスポーツに親しみ利用することは、心身の健康保持、増進につながり、人との交流や活力を醸成す
るためにも必要であるので、市が継続して事業を実施する。

改善点

  市民の要望をアンケート等で把握し、他の施設での講座開設状況を配慮しなが
ら、より多くの参加が得られるように教室内容を検討した。 効果額

H24-H23
（千円）

926

自
己
評
価

事業目的の
達成状況

  スポーツ教室は誰でも気軽に参加できるきっかけづくりとして開催し、委託事業はスポーツ愛好者が交流
できる場所として、スポーツ少年団は、 競技力向上等のため、県大会以上の団体、個人に派遣費を交付し
た。

※必要性
事業を廃止・休
止したときの影響

  幅広い年齢層で気軽にスポーツに親しむことができる教室等が開催されないと、健康で活力に満ちた生活
ができなくなるばかりか、人との交流が図れなくなる。

判定

実
績
・
改
善

平成23年度
活動内容

○スポーツ教室等の開催
  気功太極拳・親子運動・バドミントンなど９教室１４回
○湖西市スポーツ大会事業を体育協会へ委託
   陸上競技・少年剣道・市民卓球など１７大会
○スポーツ少年団選手派遣費
   スポーツ少年団の競技力向上、活動の充実を図るため、県大会以上に出場する選手派遣に要する交通費
   を交付金として執行した。
   バレーボール・卓球・ミニバスケットボールなど６種目２２回

課題・問題点
となった事項

  アメニティプラザがスポーツ振興課所管となったことにより、水泳教室の開催方法について検討すること
になった。

どう対処したか   水泳教室については、指定管理者である株式会社コナミスポーツ＆ライフに委譲した。

7,000

106%11,371 8,493活
動
指
標

内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 達成率

参加者数 人
10,000 8,000


